
　新年明けましておめでとうございます。
　皆さまにおかれましては、お健やかに輝かしい新春を迎えられたことと
心よりお慶びを申し上げます。
　昨年は元日早々、能登半島を中心とする大地震によって多くの尊い命が
失われてしまいました。さらにはなかなか復旧・復興が進まない状況の中
で、追い打ちをかけるような９月の記録的豪雨による洪水や土砂崩れなど
によって、被害が拡大したことは記憶に新しいところです。一日も早く普
通の生活が戻ることを願ってやみません。
　近年は地球温暖化の異常気象により、干ばつや大雨が原因となる災害が
世界各国で多く発生しているところですが、防災対策もあまりにも大きい
災害に追いつかない状況にあることも事実であります。
　また、ロシアとウクライナとの終わりの見えない戦争、さらにはイスラ
エルとパレスチナの戦争が他国に拡大するなど、私たちの社会は政治の不

安定さや物価高もあり益々混沌としてまいりました。そういう中にあって、一昨年ドジャースに移籍して大
リーグ優勝に貢献した大谷選手は、２年連続の３回目のＭＶＰを獲得し、記録にも記憶にも残るような大活
躍をしてシーズンを終えました。私たち日本人というよりも世界の野球ファンにとっても、毎日元気をもら
えるような、わくわくさせてくれる存在だったと思います。大谷選手は野球選手としても超一流であること
はもちろんのこと、困っている人を思いやる心、そして仲間や相手チームの選手までも敬意をもって接する
ところも超一流であることは言うまでもありません。そういう人間だからこそ世界中から愛される大谷選手
ではないでしょうか。今年は二刀流に復帰しその活躍を通じてさらに私たちに元気をふりまいて、前人未踏
の記録を打ち立ててほしいと願うところです。
　社協では昨年も各種サービスや支援事業を展開しておりますが、中でも民生委員・児童委員及び昼食会協
力員、余興を披露していただいている町内の趣味サークルの皆さまには「ふれあい昼食会」で、毎月ボラン
ティアとしてのご協力をいただいていることに、心からの感謝とお礼を申し上げる次第です。今後とも参加
者の楽しいひとときのために、ご尽力賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　また、昨年も皆さまからの社協会費、共同募金、歳末たすけあい募金など本会の意義をご理解いただき、
温かいご支援とご協力を賜りましたことに、心より厚くお礼申し上げる次第でございます。これからも社協
は、地域福祉の窓口として関係団体等のご協力をいただきながら、皆さまのご期待に添えるよう努力を重ね
てまいりますので、より一層のご支援・ご協力をお願い申し上げますとともに、町民の皆さまにとりまし
て、希望に満ちた素晴しい一年になりますことを役職員一同、心よりご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせ
ていただきます。



赤い羽根共同募金

全道の福祉に

　寄せられた募金は、その全額を民生委員児童委員よりまごころプレゼントとして下記
のとおり贈呈いたしました。

●ひとり親世帯：１６世帯　 ●７５歳以上の単身世帯：１７３世帯

●くんねっぷ静寿園　　　 　●グループホームはるる
●もりの風　　　　　　　　 ●きらきら本舗

訓子府町の福祉に

（予定）

目標額：１,０４５,０００円

実績額 1 , 027 , 397円

５２０，８１０円

達成率：98.32％（令和６年１２月２３日現在）

歳末たすけあい募金
目標額：５３１,０００円

実績額
達成率：98.08％（令和６年１２月２３日現在）

■戸別募金〔町内会、実践会〕

■大口募金〔町内事業所等〕

■職域募金〔役場職員、保護司、民生委員児童委員〕

■学校募金〔訓小、居小、訓高〕

490,000円

395,000円

106,000円

5,855円

■戸別募金〔町内会、実践会〕

■職域募金〔役場親睦会、社協親睦会〕

■その他〔窓口募金等〕449,050円

55,000円

16,760円

■その他

・窓口募金〔ケアハウスほなみ〕

・個人〔３件〕

・訓中職員

・社協親睦会　　

30,542円

２１３，０００円 ８１４，３９７円
※令和７年度に実施される道内の広域的
　な福祉事業に活用されます。

※令和７年度に配分され、訓子府町内の　
　地域福祉活動に活用されます。
  （事務費含む）



①スティックリング

⑦ソフトダーツ

④スロットボール

②正確投げ

⑧ペタンク

⑤ハッピーボウリング

③輪投げ

⑨カーリンコン

⑥ドレミマット

離れた場所からカーリングのよう

な的に向かってスティックでパック

を打ちます。中心に近いほど得点

が高いです。

５人１チームで、１人一個玉を持ち、

離れた場所から一斉に的に向か

って投げ、合計点を競います。

少し離れた場所から輪を持ち数字

の書いた棒に向かって投げます。

輪が入った数字の合計点で競い

ます。

離れた場所からスティックで、玉を

打ちます。数字の書いてある穴を

狙い、入った数字の合計で競いま

す。

離れた場所からボールを投げ、倒

れたピンの数を競います。

足で踏むと音が鳴ります。簡単な

童謡などを覚えて足で演奏すると、

体を動かしながら脳トレの効果も

あります。

少し離れた場所からスポンジで出

来たダーツを的に向かって投げま

す。

マジックテープで出来ているのでく

っつきやすく安全です。

始めに黄色いボールを遠くに投げ、

赤ボールと青ボールに分かれて、

交互に黄色いボールに向かって

投げます。黄色により近いほうの

勝ちです。

赤と緑のチームに分かれて行い

ます。黄色いポイントを遠くに投げ、

交互にポイントに向かって円盤を

投げていきます。ポイントの近くに

あった色のチ―ムの勝ちです。

町内のつどいの場などで、 たくさん活用してください！



　10月７日、訓子府中学校で１年生41名

を対象にロービジョン体験を行いました。

ロービジョンとは「メガネやコンタクト

レンズなどの視力矯正具を使っても十分

に矯正できず、生活に不便を感じる状

態」のことで、全盲ではないけれど見え

にくい状態のことです。高齢からの視覚

障害で知られている視野狭窄（緑内障）

や中心暗点、白濁（白内障）などもロー

ビジョンに含まれます。ロービジョン体験には専用の体験メガネを

使用し、緑内障や白内障状態で字の読み書きをしてみたり、校舎内

を歩行するなど、実際の見えにくさを体験しました。

訓中福祉学習「ロービジョン体験」

ク リ ス マ ス お 楽 し み 会 開 催 ！

　12月15日、町公民館で民生委員児童委員協議会主催のクリスマスお楽しみ会が開催されました。この事業
は町内の70歳以上の単身世帯と中学生までのひとり親世帯を招待し、社協ふれあい昼食会も兼ねて年に１度
12月に開催しています。今年は関係者含め95名もの方が参加され、ビンゴゲームや輪投げ、野菜重量当て
ゲーム、上野社協会長が扮するサンタクロースからのクリスマスプレゼントなど、楽しい時間を過ごしました。

　11月７日、町スポーツセンターで町老人クラブ連

合会主催の輪投げ大会が開催されました。当日は15

クラブから120人の会員が参加しました。

　Ａブロック優勝は西山秀夫さん（盛幸会）、Ｂブ

ロック優勝は所　好彦さん（西富）でした。おめで

とうございます。

町老連「輪投げ大会」開催

　11月28日、町公民

館で民生委員児童委員

協議会主催のふれあい

昼食会が開催されまし

た。ふれあい昼食会は

社協の事業として毎月

開催していますが、例

年11月は民生委員児童

委員協議会の主催とし

て開催をしています。

当日は民生委員児童委

員が調理を行い、手作

りのお弁当が参加者へ提供されました。余興では民

生委員児童員協議会事務局による「言葉探しゲー

ム」を行い、和気あいあいと楽しい時間を過ごされ

ていました。

民生委員児童委員協議会主催
「ふれあい昼食会」



〔５〕



〔６〕

　北海道コカ・コーラボトリング株式会社様（本社：札幌市）は、地域に対する社会貢献活動の一環とし
て、子ども達やお年寄りをはじめとした多くの皆様へ笑顔をお届けすることを目的に、1968年から毎年
クリスマス時期にあわせて北海道内の社会福祉施設へ飲料を寄贈しています。この活動は今年で57年目を
迎え、全道で約700ヶ所の社会福祉施設へ合計約７万６百本が届けられました。
　本町では11月27日に「くんねっぷ静寿園」「ＮＰＯ法人きらきら本舗」「グループホームはるる」の３
施設に合計120本の飲料が本会を通じ寄贈されました。

北海道コカ・コーラボトリング㈱様からの飲料１２０本を福祉施設へ

　昭和26年から身体障がい者の福祉の増進を目的に活動していた身体障害者福祉協会訓子府分会が、会員
の減少や高齢化による役員のなり手不足により、令和６年10月末をもって解散となりました。発足以来、
親睦旅行や研修、スポーツ大会など会員同士の交流や親睦を深めてきましたが、この度73年間の活動を終
えました。10月30日には町内の飲食店にて解散式を行い、会員同士和やかな雰囲気の中、交流されてい
ました。解散式では伊田町長、上野社協会長も出席され、武田身障協会分会長より寄付が手渡されました。

身 体 障 害 者 福 祉 協 会 訓 子 府 分 会 が 解 散

生活福祉資金貸付事業
〔生活資金・医療資金を貸付いたします〕

　「社協のあずかりサービス」は本人または親族によ

る適切な金銭管理ができない状態となった場合に、必

要な医療、福祉、生活サービスを継続し安定した生活

が営めるよう、本会が本人または親族に代わって金銭

管理を行う事業です。対象は町内に在住する病院や施

設にて一時的に入院、入所されている方や日常生活自

立支援事業、成年後見制度など適切な金銭管理を行う

ための準備中である方です。金銭管理にお困りの方、

不安のある方は社協までご相談下さい。

■利用料 

　支　援：1,200円/１時間（１時間以降600円/30分）

　交通費： 300円/１回

社協のあずかりサービス

　経済的な理由で一時的に資金を必要とする方、負傷

又は疾病の療養に必要な経費及びその期間中に生計を

維持するために必要な「生活資金」・「医療資金」を貸

付けします。（限度額：５万円）

【医療資金の貸付要件】

　・医療費の支払いが貸付金額の概ね５割以上となる

　　こと

　・医療機関が発行する領収書等を２ヶ月以内に提示

　　すること（連帯保証人不要）

　※「生活資金」貸付につきましては、領収書提出は

　　不要ですが、連帯保証人が必要となります。詳し

　　くはお問い合わせ下さい。

▽香典返しにかえて
・平　野　泰　司　様（大　町）
・西　本　直　美　様（日　出）
・竹　澤　哲　郎　様（東　町）
・近　藤　晴　美　様（東　町）
・作　田　幸　治　様（東　町）
・矢　萩　一　郎　様（日　出）
・小　野　幸　子　様（日　出）
・稲　熊　義　孝　様（東幸町）
・林　　　浩　幸　様（柏　丘）

▽解散のため
・訓子府歩こう会
・網走地区身体障害者福祉協会
　訓子府分会
　
▽物品寄付
・北海道コカ・コーラボトリング㈱
　〔清涼飲料水〕
　
・稲　熊　義　孝　様（東幸町）
　〔ポータブルトイレ〕　

あたたかいご寄付をありがとうございます

　あたたかいご寄付をお
寄せいただき、厚くお礼
申し上げます。
　皆様のご厚意に感謝し、
地域の福祉活動に活用さ
せていただきます。

（令和６年９月11日～
 　　令和６年12月10日）


